
広　報広　報

ITO  City  Public  RelationsITO  City  Public  Relations

広　報

ITO  City  Public  Relations

検索伊東市役所

ほぼ毎日更新中ほぼ毎日更新中!ほぼ毎日更新中!

No.1063
77

平成平成成292929年年
2 0 1 72 0 1 7

第
４
代
伊
東
市
副
市
長
　

若
山
　
克

第
４
代
伊
東
市
副
市
長
　

佐
野
　
博
之

第
19
代
伊
東
市
長
　
　
　

小
野
　
達
也

小
野
市
政
の
　

幕
開
け



　
　
　
月
21
日
㈰
に
行
わ
れ
た
伊

　
　
　
東
市
長
選
挙
で
初
当
選
し

た
小
野
達
也
市
長
が
、
５
月
29
日

㈪
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。
９
時
30

分
、
市
役
所
庁
舎
西
側
玄
関
に
到

着
し
た
小
野

市
長
は
、
市

職
員
な
ど
か

ら
、
盛
大
な

拍
手
で
迎
え

ら
れ
た
後
、

入
庁
し
ま
し

た
。

　
　
　
の
後
、
市
長
事
務
引
継
や

　
　
　
政
策
会
議
、
市
職
員
へ
の

へ
の
訓
示
な
ど
、
初
日
か
ら
精
力

的
に
公
務
を
こ
な
し
ま
し
た
。
訓

示
で
は
、
市
職
員
に
対
し
、
﹁
皆

さ
ん
に
は
既
成
概
念
を
打
ち
破
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
。
﹃
こ
れ
は
市

長
に
言
っ
て
も
だ
め
だ
ろ
う
⋯
﹄

で
は
な
く
、
ぜ
ひ
私
に
言
っ
て
き

て
ほ
し
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

私
は
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

＝
一
人
の
選
手
で
す
。
市
職
員
の

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
私
の
こ
と
を
使
っ

て
い
た
だ
い
て
、
伊
東
市
の
発
展

の
た
め
に
尽
く
し
て
も
ら
い
た

い
。
﹂
と
熱
い
思
い
を
伝
え
ま
し

た
。

氏　　名　　小野　達也
生年月日　　昭和38年２月23日（54歳）
家　　族　　現在、妻・長男と３人暮らし
好きな食べ物 干物（特にアジ）
趣 味趣　　味　 スポ ツ観戦スポーツ観戦
座右の銘　 温故知新
経　　歴
伊東市立西小学校卒業
　伊東市立北中学校卒業
　静岡県立焼津水産高校水産製造科卒業
　昭和62年　株式会社丸達水産設立

代表取締役就任
　平成17年　静岡県議会議員選挙に初出馬初初当選
平成23年　静岡県議会議員選挙当選
平成27年　静岡県議会議員選挙当選
平成29年５月29日 第19代伊東市長就任任

ＰrofileＰrofile －TATSUYA ONO－

５そ

お の たつや

小野市政スタート！
第19代伊東市長　小野達也
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初
登
庁
し
た
お
気
持
ち
は

　
大
歓
迎
の
中
、
迎
え
入
れ
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
感
激
い
た
し
ま

し
た
。
市
制
施
行
70
周
年
と
い
う

節
目
の
年
に
、
第
19
代
伊
東
市
長

に
就
任
し
、
市
政
の
舵
取
り
を
任

さ
れ
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
責
任
の
重
さ
も
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
は
県
の
一

議
員
で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

こ
れ
か
ら
は
伊
東
の
首
長
と
い
う

責
任
あ
る
立
場
で
あ
り
ま
す
。
お

一
人
お
一
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

福
祉
の
向
上
、
さ
ら
に
は
生
活
環

境
の
改
善
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

意
気
込
み
を
ひ
と
こ
と

　
明
日
の
伊
東

市
は
市
民
の
皆

さ
ん
が
主
役
で

す
！

　
伊
東
の
魅
力
を

発
信
し
、
文
化
力

を
高
め
、
観
光
の

振
興
と
産
業
の
育

成
に
よ
っ
て
、
皆

さ
ん
が
夢
を
形
に

で
き
る
未
来
を
拓

き
ま
す
。


小
野
市
長
の
主
要
な
施
策
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
公
約
に
も
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
私
の
施
策
に
は
３

つ
の
大
き
な
柱
が
あ
り
ま
す
。

１
　
み
ん
な
が
つ
く
る
伊
東
市

２
　
み
ん
な
が
楽
し
い
伊
東
市

３
　
み
ん
な
が
暮
ら
す
伊
東
市

　
何
よ
り
大
切
に
し
た
い
の
は
、

市
民
の
﹁
み
ん
な
が
﹂
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。
私
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

声
を
し
っ
か
り
と
吸
い
上
げ
、

﹁
市
民
の
声
が
届
く
市
政
﹂
へ
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
政
策
の
転
換
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
、

こ
の
３
本
の
大
き
な
柱
に
つ
い
て

具
体
的
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
ょ
う
。

Ｐrofile

市長デスクにある名札

つ
くる
楽
しい
暮
らす

みんなが　 　　伊東市

みんなが　 　　伊東市

みんなが　 　　伊東市

夢と希望を形に

未来を拓く

Interview with the Mayor

５月29日(月)に誕生した小野達也・第19代伊東市長。

前市長である佃弘巳氏のリーダーシップと前々市長

の故・鈴木藤一郎氏の協調と調和の精神を受け継

ぎ、新たなる一歩を踏み出しました。

今月号では、小野市長にインタビューし、これから

の市政運営について教えていただきます。

t市政戦略課　☎32-1173
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ま
ず
、
１
本
目
の
柱
か
ら
教

え
て
く
だ
さ
い

　
１
本
目
の
柱
は
、「
み
ん
な
が

つ
く
る
伊
東
市
」
で
す
。
若
い
世

代
の
声
や
移
住
者
の
皆
さ
ん
の
新

し
い
視
点
か
ら
の
声
、
地
域
の
伝

統
文
化
を
継
承
推
進
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
皆
さ
ん
の
声
な
ど
を
市

政
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
、
私
自
ら
が
市
民
の

皆
さ
ん
の
も
と
へ
出
向
い
て
聴
き
、

本
音
で
語
り
合
い
、
意
見
交
換
を

す
る
こ
と
の
で
き
る
場
で
あ
る

「
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
と
「
地

域
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
設

置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
富
な
経
験
や
知
識
、

技
能
が
生
き
る
よ
う
に
「
シ
ニ
ア

世
代
が
活
躍
で
き
る
社
会
参
画
の

場
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
伊
東
の
豊
か
な
景
観

や
芸
術
文
化
を
活
用
し
た
「
滞
在

型
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ゾ
ー
ト
」
を

南
部
地
域
に
実
現
し
、
現
代
社
会

で
の
生
活
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
な

ど
、
未
病
へ
の
対
応
と
し
て
、
環

境
と
融
合
し
た
新
し
い
湯
治
場
の

形
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

続
い
て
、
２
本
目
の
柱
を

　
２
本
目
の
柱
は
、「
み
ん
な
が

楽
し
い
伊
東
市
」
で
す
。

みんなが

伊東市

Interview with the Mayor

楽
し
い

暮暮
ら
す

つ
く
る

■子育てしやすいまちづくり
■就学前1年間の保育園・幼稚園
　の保育料を全額公費負担
■子育て医療費負担無料化の実
　現
■移住促進プログラムを構築
■市内企業に就職した場合の育
　英奨学金返済全額免除制度の
　創設検討
■若者の起業支援
■健康寿命を延ばすための施策

■にぎわいの創出
■伊東駅周辺整備事業
■入湯税を観光関連事業に活用
■新たなシティプロモーション
　の展開
■魅力ある伊東ブランドの創出
■生涯スポーツのまち伊東
■図書館・文化ホールの建設に
　向けた調査・研究

■未来ビジョン会議の発足
■地域タウンミーティング開設
■シニア世代の社会参画の場を
　創設
■行政サービスのスピードアッ
　プ
■滞在型リフレッシュリゾート
　を実現
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施
策
の
１
つ
目
と
し
て
、「
に

ぎ
わ
い
の
創
出
」
を
図
り
ま
す
。

伊
東
駅
か
ら
松
川
遊
歩
道
、
松
川

河
口
、
オ
レ
ン
ジ
ビ
ー
チ
と
市
街

地
を
含
む
エ
リ
ア
に
お
い
て
大
勢

の
人
々
が
交
流
し
、
地
域
が
に
ぎ

わ
う
た
め
の
施
策
を
進
め
、
人
々

が
常
に
滞
留
す
る
ス
ポ
ッ
ト
を
点

在
さ
せ
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
市

民
の
皆
さ
ん
も
一
年
を
通
じ
、
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
仕
組

み
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

観
光
戦
略
と
し
て
、
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
私
自
ら
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
ド
ラ
マ

や
映
画
の
誘
致
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
観
光
客
に
よ
る
消
費

の
拡
大
に
向
け
、
六
次
産
業
化
に

よ
る
魅
力
あ
る
伊
東
ブ
ラ
ン
ド
の

創
出
を
図
り
、
滞
在
型
の
豊
か
な

時
を
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
新
た

な
伊
東
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
施
策
と
し
て
、「
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
伊
東
」
を
目

指
し
ま
す
。
特
に
、
長
年
の
懸
案

で
あ
っ
た
ナ
イ
タ
ー
設
備
付
き
サ

ッ
カ
ー
場
の
建
設
に
向
け
た
準
備

を
始
め
、
陸
上
競
技
場
や
室
内
ア

リ
ー
ナ
に
係
る
建
設
計
画
の
検
討
、

既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
活
用
な

ど
、
市
民
や
来
遊
客
が
楽
し
く
ス

ポ
ー
ツ
の
で
き
る
環
境
の
整
備
を

進
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

よ
る
新
た
な
誘
客
を
推
進
し
ま
す
。

　
図
書
館
・
文
化
ホ
ー
ル
の
建
設

基
本
構
想
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
市
民
目
線

で
使
い
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う

調
査
、
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

最
後
に
、
３
本
目
の
柱
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
３
本
目
の
柱
は
、「
み
ん
な
が

暮
ら
す
伊
東
市
」
で
す
。

　
施
策
の
１
つ
目
と
し
て
、「
子

育
て
支
援
」
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
の
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指

し
、
就
学
前
の
１
年
間
の
保
育

園
・
幼
稚
園
の
保
育
料
を
全
額
公

費
負
担
し
、
医
療
費
の
無
料
化
を

高
校
卒
業
ま
で
拡
充
い
た
し
ま
す
。

　
２
つ
目
の
施
策
は
、「
移
住
・
定

住
施
策
」
と
し
て
、
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
を
活
用
し
、
く
ら
し
や
す

い
伊
東
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、﹁
移
住
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
構
築
﹂
や
、
市
内
企
業
に
就
職

し
た
場
合
の
育
英
奨
学
金
返
済
全

額
免
除
制
度
の
創
設
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

前
伊
東
市
企
画
部
長
兼
危
機
管
理

監
。
昭
和
58
年
伊
東
市
役
所
入
庁
。

総
務
部
長
、
財
政
課
長
を
歴
任
。

前
伊
東
市
理
事
。
昭
和
63
年
静
岡

県
庁
入
庁
。
静
岡
県
観
光
政
策
課

長
代
理
等
を
歴
任
。

副
市
長
就
任
の
お
知
ら
せ

Interview with the Mayor

　福島県広野町は、福島県浜

通り地方の中部、双葉郡の最

南端に位置し、サッカーナシ

ョナルトレーニング施設「Ｊ

ヴィレッジ」や、二ツ沼総合

公園などがあります。東日本

大震災からの復興に向け、医

療体制の充実、農業の振興、

雇用の創出などに取り組んで

います。

　広野町とは、23年7月に災

害時の相互応援に関する協定

を締結しており、伊東温泉め

ちゃくちゃ市への広野町ブー

スの出店、ひろの童謡まつり

音楽祭への伊東市内合唱団の

参加など官民の交流が進んで

います。５月24日(水)に広野

町役場において友好都市締結

式を行い、今後、幅広い分野

で交流を促進していきます。

「市民の声が届く市政」
を実現させます

t市政戦略課　☎32-1173

世帯数：2,072世帯

人　口：4,932人

　　　　(29年４月末現在)

面　積：58.69k㎡

×

友好都市提携
伊東市 広野町

福島県

広野町

若山　克（59）佐野　博之（51）
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■
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請

　
受
付

　
28
年
８
月
１
日
以
降
に
発
行
し

た
限
度
額
適
用
認
定
証
は
、
有
効

期
限
が
29
年
７
月
31
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
７
月
中
旬
以
降
よ

り
、
８
月
以
降
の
限
度
額
適
用
認

定
証
の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
対
象
者
の
国
民
健
康
保
険
証

・
世
帯
主
の
印
鑑

申
請
場
所

・
市
役
所
１
階
保
険
年
金
課

・
各
出
張
所
︵
カ
ー
ド
は
郵
送
と

　
な
り
ま
す
。︶

※
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ

　
る
と
限
度
額
適
用
認
定
証
は
発

　
行
で
き
ま
せ
ん
。

※
70
歳
以
上
の
人
は
限
度
額
適
用

　
認
定
証
が
必
要
な
い
人
も
い
ま

　
す
。
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。




　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
率
は
、
２
年
に
一
度
改
定
さ
れ

ま
す
。
29
年
度
の
保
険
料
率
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
保
険
料
は
８
月
に
通
知

　
５
月
ま
で
に
加
入
し
た
人
の
保

険
料
は
、
８
月
に
決
定
し
て
通
知

し
ま
す
。
６
月
以
降
に
加
入
し
た

人
に
は
９
月
以
降
に
通
知
し
ま
す
。

■
保
険
証
を
更
新

　
現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
︵
保
険
証
︶
は
７
月
31
日

が
有
効
期
限
で
す
。
８
月
１
日
か

ら
使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
下
旬

ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
証
の

色
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
か
ら
藤
色
に

変
わ
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
軽
減
措
置

　
世
帯
︵
※
１
︶
の
所
得
の
状
況

等
に
応
じ
て
、
保
険
料
の
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日

ま
で
に
被
用
者
保
険
︵
※
２
︶
の

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
に
保
険
料

軽
減
の
特
別
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※
１
　
４
月
１
日
時
点
の
世
帯

︵
年
度
途
中
で
75
歳
に
な
る
人
、

　
県
外
か
ら
転
入
し
た
人
な
ど
は

　
そ
の
時
点
︶
が
基
準
で
す
。

※
２
　
協
会
け
ん
ぽ
︵
旧
政
府
管

　
掌
健
康
保
険
︶
や
企
業
の
健
康

　
保
険
、
船
員
保
険
、
公
務
員
の

　
共
済
組
合
等
の
こ
と
で
す
。
国

　
民
健
康
保
険
及
び
国
民
健
康
保

　
険
組
合
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

■
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限

　
入
院
時
の
食
事
代
な
ど
が
減
額

さ
れ
る
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
で
す
。
交
付
対
象
は
、

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場

合
で
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
交
付

対
象
の
場
合
は
、
７
月
下
旬
に
減

額
認
定
証
を
郵
送
し
ま
す
。
新
た

に
交
付
希
望
の
場
合
は
、
保
険
年

金
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。




■
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し

高
額
療
養
費
制
度
と
は
⋯

　
１
か
月
の
医
療
費
が
高
額
に
な

っ
た
場
合
、
保
険
適
用
の
治
療
費

が
一
定
額
︵
自
己
負
担
限
度
額
︶

を
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
、
健
康

保
険
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。
詳

し
く
は
、
加
入
す
る
健
康
保
険
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。




70
歳
以
上
の
人
の
高
額
療
養
費

　
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
は
、
世
帯
の
所
得
の

状
況
に
応
じ
て
１
か
月
に
支
払
う

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
所
得
の

状
況
に
よ
る
自
己
負
担
限
度
額
が
、

８
月
診
療
分
よ
り
見
直
さ
れ
ま
す
。

そ
の
内
容
は
左
表
の
と
お
り
で
、

各
々
の
所
得
に
応
じ
た
医
療
費
の

負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

70
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

所得区分

現役並み所得者

外来（個人単位）
の限度額

外来＋入院（世帯単位）の限度額

57,600円
80,100円＋（医療費の総額

−267,000円）×1％
多数該当【44,400円】

57,600円
多数該当【44,400円】一　　般

14,000円
（年間上限額
144,000円）

低所得Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得Ⅰ 8,000円 15,000円

保
険
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

t
保
険
年
金
課

　
国
民
健
康
保
険
係
⋯
☎

（32）
1
6
2
１

　
後
期
高
齢
者
医
療
係
⋯
☎

（32）
1
6
2
4

29年度

均等割額 39,500円

所得割率 7.85％

賦課限度額 57万円

所得が多い人でも

年額57万円
　　　が上限です

現行（7月診療分まで）

見直し後（8月診療分から30年7月診療分まで）

所得区分

現役並み所得者

※多数該当⋯過去12か月以内に、同じ世帯で高額医療費の該当が４回以上あった
　場合の４回目以降の限度額

外来（個人単位）
の限度額

外来＋入院（世帯単位）の限度額

44,400円
80,100円＋（医療費の総額

−267,000円）×1％
多数該当【44,400円】

一　　般 12,000円 44,400円

低所得Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得Ⅰ 8,000円 15,000円

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

広報いとう 6



　経済的な理由などで国民年金保険料の納付が困難

な場合は、申請により免除又は猶予となる制度があ

ります。申請者、配偶者、世帯主の前年所得が一定

の基準額以下の場合「全額免除」又は「一部納付」

となります。

　50歳未満の人で、本人、配偶者の前年所得が基

準額以下の場合、保険料納付が猶予されます。

　学生で本人の所得が基準額以下の場合、保険料納

付が猶予されます。

※納付猶予、学生納付特例を受けた期間は、受給額

　には含まれませんが資格期間に含まれます。

免除・納付猶予・学生納付特例の申請期間

　免除申請日の２年１か月前までの期間について遡

って申請できます。平成27年６月以降に未納のあ

る人は、保険年金課までご相談ください。免除・納

付猶予申請のサイクルは、７月〜翌年６月です。継

続審査が承認されていないと、次のサイクル期間に

ついて再度申請が必要です。過去の免除承認通知を

確認してください。学生納付特例（４月〜翌年３

月）は継続審査がありませんので、毎年更新手続が

必要です。

t高齢者福祉課　☎32-1564

納付すべき保険料
（月額）

制度名

全額免除
4分の1納付
2分の1納付
4分の3納付

4,120円
−

8,250円
12,370円

1/2の額
5/8の額
3/4の額
7/8の額

一部
納付

免除期間分年金額
（★）

29年度納付額

★保険料を全額（16,490円）納付した場合との比較

介護保険料

t保険年金課　　　☎32-1625
　三島年金事務所　☎055-973-1444国民年金に加入の皆さんへ

65歳以上
の人の

　29年度の介護保険料の基準額（月額）は、28年

度と同じ5,400円です。

　介護保険料は、この基準額を基に所得等に応じて

段階的に決められます。第１段階の人は、公費軽減

措置により月額保険料が2,700円から2,430円に軽

減されます。特別徴収の人は、４月以降の年金から

仮徴収させていただいていますが、正式な介護保険

料は住民税決定後に算定し、７月中旬に、特別徴収

の人は決定通知書で、普通徴収の人は納付通知書で

お知らせします。

※介護保険料の段階表は市ホームページや通知書同

　封のパンフレットをご覧ください。

　高齢者との親睦や交流を目的としたバス旅行事業を実施する団体に対し、

バス借上料の一部を助成します。

対　　象　町内会、伊東市老人クラブ連合会に所属している老人クラブ、市

　　　　　民で構成され主たる活動を市内で行っている団体等

参加人数　20人以上（そのうち65歳以上の人の割合が３分の２以上）

助 成 額　バス借上料の３分の１相当額（上限は４万円）

※申請は事業を実施する前にしてください。助成は１団体あたり年１回です。

t高齢者福祉課　☎32-1562

　介護保険料の段階が第２段階又は第３段階で右記

の要件全てに該当する人は、申請により保険料が減

免される場合があります。

必要なもの　預金通帳、印鑑

※その他災害や収入が著しく減少した際の減免制度

　もあります。

①世帯全員が市民税非課税

②世帯の前年の収入合計金額が120万円以下（３人

　以上の世帯は、３人目以降１人につき35万円を

　加算）

③市民税課税者に扶養されていない

④市民税課税者と生計を共にしていない

⑤資産等を活用してもなお生活が困窮状態にある

⑥介護保険料の滞納がない

介護保険料の減免申請

納付猶予制度

学生納付特例

７月18日（火）～８月31日（木）申請
期間

長寿ふれあい
交流事業助成金
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母
子
保
健
事
業

　
７
月
の
健
診
等
日
程
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

お
父
さ
ん
と
子
ど
も
の
健
康

料
理
教
室
参
加
者
募
集

　
お
父
さ
ん
と
小
学
生
を
対
象
と

し
た
健
康
料
理
教
室
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
調
理
実
習
の
内
容

は
、
初
心
者
が
安
心
し
て
は
じ
め

ら
れ
る
内
容
で
す
。

対
　
象
　
料
理
に
関
心
が
あ
る
お

　
父
さ
ん
と
小
学
生

日
　
時
　
７
月
29
日
㈯

　
　
　
　
９
時
45
分
〜
13
時

会
　
場
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

　
階
調
理
実
習
室

定
　
員
　
８
組
︵
先
着
順
︶

費
　
用
　
大
　
人
　
３
０
０
円

　
　
　
　
小
学
生
　
２
０
０
円

申
込
み
　
７
月
14
日
㈮
ま
で
に
電

　
話
︵
☎
(32)
１
６
３
０
︶
で
。

※
家
族
の
参
加
を
希
望
す
る
場
合

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

歯
周
病
検
診

５
年
に
１
度
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

　
歯
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。

歯
が
悪
け
れ
ば
体
の
あ
ち
こ
ち
に

支
障
が
出
て
き
ま
す
。
歯
を
失
う

原
因
の
多
く
は
歯
周
病
に
よ
る
も

の
で
す
。
対
象
の
節
目
年
齢
の
人

は
、
自
身
の
歯
、
歯
ぐ
き
の
状
態

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

対
　
象
　
今
年
度
40
歳
、
45
歳
、

　
50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、
65
歳
、

　
70
歳
に
な
る
人

※
受
診
券
を
７
月
下
旬
に
送
付
予

　
定

期
　
間
　
８
月
１
日
㈫
〜
12
月
22

　
日
㈮

内
　
容
　
問
診
・
口
腔
内
検
査
・

　
歯
科
保
健
指
導

費
　
用
　
５
０
０
円

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
費

用
免
除
と
な
り
ま
す
。

・
今
年
度
70
歳
に
な
る
人

・
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65
歳
以

　
上
の
人
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

　
度
の
保
険
証
を
提
示
し
た
人

・
生
活
保
護
受
給
世
帯
に
属
し
、

　
﹁
生
活
保
護
休
日
・
夜
間
等
受
診

　
証
﹂
を
提
示
し
た
人

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
、

　
﹁
検
診
等
徴
収
金
免
除
証
明
書

　
※
﹂
を
提
示
し
た
人

※
証
明
書
の
発
行
に
は
時
間
が
か

　
か
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
受
診
方
法
　
実
施
歯
科

　
医
療
機
関
︵
送
付
ハ
ガ
キ
に
記

　
載
︶
に
予
約
し
、
受
診
し
て
く

　
だ
さ
い
。

Vol.16

伊
東
市
民
病
院
だ
よ
り

周
産
期
医
療
に
つ
い
て

　
周
産
期
医
療
と
は
、
妊
娠
22
週

か
ら
生
後
満
７
日
未
満
ま
で
の
期

間
に
お
け
る
突
発
的
な
緊
急
事
態

に
備
え
た
産
科
・
小
児
科
双
方
か

ら
の
一
貫
し
た
総
合
的
医
療
を
示

し
ま
す
。

　
年
々
、
出
産
や
育
児
に
不
安
を

感
じ
る
女
性
が
増
え
て
お
り
、
そ

の
要
因
と
し
て
、
地
域
や
家
庭
か

ら
の
手
助
け
が
減
っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
当
病
院
で
は
、
楽

し
く
出
産
育
児
が
で
き
る
こ
と
を

一
番
に
考
え
、
妊
娠
中
か
ら
顔
の

見
え
る
関
係
を
築
き
、
安
心
し
て

分
娩
や
育
児
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
助
産

師
に
よ
る
外
来
や
地
域
・
学
校
と

の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
を
利
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
所
で
の
臨
時
預
か

り
や
新
生
児
訪
問
・
産
後
ク
ラ
ス

の
開
催
・
産
後
ケ
ア
と
い
っ
た
産

後
支
援
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
次
回
は
小
児
医
療
に
つ
い
て
掲

載
し
ま
す
。

t
伊
東
市
民
病
院

　
☎
(37)
２
６
２
６

７
月
は
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
月
間

　
あ
な
た
の
献
血
で
助
か
る
命
が

あ
り
ま
す
。
献
血
は
身
近
に
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

t
社
会
福
祉
課

　
☎
(32)
１
５
３
１

赤
十
字
講
習
会
受
講
生
募
集

日
　
時
　
７
月
20
日
㈭
　
13
時
30

　
分
〜
15
時

会
　
場
　
市
役
所
１
階
展
望
ギ
ャ

　
ラ
リ
ー

内
　
容
　
減
災
セ
ミ
ナ
ー

定
　
員
　
20
人
程
度

持
ち
物
　
レ
ジ
袋
２
枚
、
ハ
サ
ミ

　
か
カ
ッ
タ
ー
、
大
判
の
ハ
ン
カ

　
チ
、
新
聞
紙
４
枚

締
切
り
　
７
月
13
日
㈭

t
社
会
福
祉
課

　
☎
(32)
１
５
３
１

19日㈬　13:00〜14:00

27日㈭　13:00〜14:00

12日㈬　13:00〜14:00

１歳６か月児健康診査

（平成27年12月生まれ対象）

２歳児健康教室

（平成27年６月生まれ対象）

３歳児健康診査

（平成26年６月生まれ対象）

日　時（受付時間）健 診 等 ・ 対 象

会　場　健康福祉センター

健　

康

t
健
康
推
進
課

　
☎

（32）
１
５
８
３
・
１
６
３
０

健康
　ひろば
健康
　ひろば

子
育
て

t
子
育
て
支
援
課

　
☎

（32）
１
５
８
１
・
１
５
８
２

広報いとう 8



７
月
は
青
少
年
の
非
行
・
被

害
防
止
強
調
月
間

　
青
少
年
の
非
行
及
び
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
に
は
家
庭
・
学
校
・
地

域
が
連
携
し
合
い
、
青
少
年
を
地

域
全
体
で
見
守
り
、
育
む
こ
と
が

大
切
で
す
。
静
岡
県
で
は
毎
年
７

月
を
強
調
月
間
と
し
て
青
少
年
の

非
行
・
被
害
防
止
の
た
め
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
家
庭
や
地
域
で
青

少
年
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
取
り
組
む
き
っ
か

け
と
し
ま
し
ょ
う
。

t
生
涯
学
習
課

　
☎

（32）
１
９
６
２

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
の
強
調
月
間

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち

直
り
を
支
え
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
社
会
を
目
指
す
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
の
適
切

な
居
場
所
づ
く
り
な
ど
社
会
復
帰

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ

う
。

t
社
会
福
祉
課

　
☎
(32)
１
５
３
１

７
月
は
河
川
愛
護
月
間

〜
７
月
７
日
は
川
の
日
〜

　
河
川
は
、
身
近
に
親
し
め
る
自

然
空
間
で
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
る
貴
重
な
資
源
で
す
。

　
毎
年
、
市
で
は
町
内
会
を
中
心

と
し
た
河
川
愛
護
団
体
の
河
川
美

化
活
動
︵
草
刈
り
や
掃
除
等
︶
を

支
援
し
、
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、

河
川
環
境
・
景
観
保
全
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
河
川
に
お
出
か
け
の
際
は
、
水

難
事
故
に
注
意
し
、
ゴ
ミ
等
は
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

t
建
設
課

　
☎

（32）
１
７
５
１

７
月

　 11
日

　㈫
〜

　 20
日

　㈭
は
夏
の

交
通
安
全
県
民
運
動
実
施
期
間

　
昨
年
の
市
内
の
交
通
事
故
件
数

は
、
人
身
事
故
が
４
６
８
件
、
物

損
事
故
が
１
７
５
１
件
で
、
合
計

２
２
１
９
件
で
し
た
。
こ
れ
は
、

毎
日
６
件
を
超
え
る
交
通
事
故
が

発
生
し
た
計
算
に
な
り
ま
す
。
特

に
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
の

夏
休
み
期
間
中
は
、
例
年
多
く
の

交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
運
転

す
る
と
き
は
時
間
に
余
裕
を
持
ち
、

歩
行
者
と
周
り
の
車
両
に
対
す
る

お
も
い
や
り
運
転
を
心
が
け
て
交

通
事
故
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
安
全
を
　
つ
な
げ
て
広
げ
て

事
故
ゼ
ロ
へ

t
危
機
対
策
課

　
☎
(32)
１
３
６
１

気
象
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め

に
気
象
警
報
が
変
わ
り
ま
す

　
気
象
庁
で
は
、
29
年
出
水
期
か

ら
、
気
象
警
報
に
関
す
る
４
つ
の

改
善
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

①
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
よ
う
な
大

雨
等
が
予
想
さ
れ
る
と
き
、
皆

さ
ん
が
早
め
に
心
構
え
が
で
き

る
よ
う
、
５
日
先
ま
で
の
大
雨

等
の
警
報
発
表
の
可
能
性
を

［
高
］［
中
］
の
２
段
階
で
提
供
し

ま
す
。

②
警
報
・
注
意
報
の
発
表
時
に
、

　
い
つ
危
険
度
が
高
ま
る
の
か
を

　
確
認
で
き
る
よ
う
、
最
大
24
時

　
間
先
ま
で
の
危
険
度
の
予
想
を

　
色
分
け
表
示
し
て
提
供
し
ま
す
。

③
こ
れ
ま
で
大
雨
・
洪
水
警
報
等

　
の
発
表
基
準
に
用
い
て
き
た
雨

　
量
に
代
え
て
、
災
害
発
生
と
の

　
結
び
つ
き
が
強
い
指
数
︵
土
壌

　
雨
量
指
数
、
表
面
雨
量
指
数
、

　
流
域
雨
量
指
数
︶
を
用
い
ま
す
。

　
地
域
の
災
害
特
性
を
一
層
考
慮

　
し
た
、
よ
り
的
確
な
警
報
・
注

　
意
報
を
提
供
し
ま
す
。

④
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ

　
た
と
き
に
、
ど
こ
で
実
際
に
危

　
険
度
が
高
ま
っ
て
い
る
の
か
を

　
地
図
上
に
色
分
け
表
示
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、﹁
洪
水
警
報
の
危
険
度

　
分
布
﹂
で
は
、
中
小
河
川
の
急

　
激
な
増
水
に
よ
る
危
険
度
の
高

　
ま
り
も
実
際
に
水
位
が
上
昇
す

　
る
よ
り
前
の
早
い
段
階
か
ら
確

　
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
︵
③
、

　
④
は
７
月
中
に
ご
覧
い
た
だ
け

　
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。︶
。

t
静
岡
地
方
気
象
台

　
☎
０
５
４︵
２
８
６
︶３
５
２
１

富
士
山
マ
イ
カ
ー
規
制

　
富
士
山
の
自
然
保
護
と
渋
滞
の

な
い
安
全
で
快
適
な
登
山
を
目
的

に
、
マ
イ
カ
ー
規
制
を
実
施
し
ま

す
。

　
規
制
期
間
中
は
マ
イ
カ
ー
の
通

行
が
で
き
ま
せ
ん
。
有
料
の
乗
換

駐
車
場
︵
１
台
当
た
り
１
０
０
０

円
︶
を
利
用
し
、
有
料
の
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
に
お
乗
り
換

え
く
だ
さ
い
。

富
士
宮
口
︵
富
士
山
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
︶

　
７
月
10
日
㈪
９
時
〜

９
月
10
日
㈰
18
時

須
走
口
︵
ふ
じ
あ
ざ
み
ラ
イ
ン
︶

　
７
月
10
日
㈪
正
午
〜

９
月
10
日
㈰
正
午

t
静
岡
県
道
路
企
画
課

　
☎
０
５
４︵
２
２
１
︶３
０
１
４

お
知
ら
せ 市役所開庁時間：8時30分～17時15分

※土日・祝日は閉庁

小室山山頂から見た富士山

9 2017.7



広 告 欄

地域密着
型サービ

スで、

がんばり
ます！ 町の便利屋さん

手伝い日和
び　　より桜

井
　
陽
一

不用品整理及び処分承ります！
●庭の清掃（剪定、伐採、畑土、駐車場設置）
●不用品処理・引越し・一般雑用
●ハウスクリーニング（台所、トイレ、エアコン、雨どいのつまり、清掃全般等）

お見積無料！

保険も完備！

090-8862-2959 0557-51-2392〈作業中〉 〈自宅〉 伊東市富戸439-4

　 28
年
度
情
報
公
開
制
度
運

用
状
況
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
１
年
間
に
制
度
を
利
用
し

た
件
数
は
、
情
報
公
開
に
関
す
る

も
の
が
40
件
︹
表
１
︺
、
自
己
情
報

の
開
示
に
関
す
る
も
の
が
、
介
護

保
険
制
度
に
係
る
認
定
資
料
に
対

す
る
も
の
を
含
め
、
２
９
１
２
件

︹
表
２
︺と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
処
理
状
況
は
、
左

表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
昨
年

度
中
は
不
服
の
申
立
て
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

公
開
の
請
求
手
続

　
公
文
書
等
の
公
開
に
は
、
請
求

手
続
が
必
要
で
す
。
市
役
所
１
階

市
民
ロ
ビ
ー
の
総
合
案
内
を
通
じ

て
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費
　
用
　
無
料
︵
市
民
以
外
の
人

　
は
１
件
に
つ
き
２
０
０
円
︶

※
写
し
が
必
要
な
と
き
は
１
枚
に

　
つ
き
10
円
必
要
で
す
。

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
市

の
刊
行
物
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

は
、
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

t
庶
務
課

　
☎
(32)
１
２
３
４

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

　
消
費
生
活
、
家
庭
・
労
働
・
年

金
問
題
、
法
律
関
係
、
多
重
債
務

な
ど
、﹁
困
っ
た
な
！
　
ど
う
し
よ

う
？
﹂
と
い
う
と
き
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
悩
み
ご
と
を
一
緒
に
考

え
、
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
く
れ
る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

受
付
時
間
　
平
日
の
９
時
〜
17
時

費
　
用
　
相
談
取
次
は
原
則
無
料

※
専
門
家
に
相
談
す
る
場
合
は
、

　
別
途
料
金
が
か
か
る
場
合
あ
り
。

t
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東

　
部
相
談
受
付
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
５︵
９
２
２
︶３
７
１
５

静
岡
県
視
覚
障
害
者
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー
が
出
張
し
ま
す

　
静
岡
県
視
覚
障
害
者
情
報
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
見
え
な
い
・
見

え
に
く
い
と
い
っ
た
視
覚
障
が
い

の
人
の
困
り
ご
と
相
談
や
市
民
の

皆
さ
ん
へ
の
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
本
市
で
﹁
出

前
セ
ン
タ
ー
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
14
日
㈮
　
10
時
〜

　
16
時

会
　
場
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

　
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
容
　
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
、
相

　
談
、
体
験
、
講
座
な
ど

申
込
み
　
７
月
10
日
㈪
ま
で
に
左

　
記
へ
。

※
障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
、

　
ど
な
た
で
も
参
加
可
で
す
。

t
静
岡
県
視
覚
障
害
者
情
報
支
援

　
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
４︵
２
５
３
︶８
１
８
０

市
民
満
足
度
調
査
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
７
月
初
旬
か
ら
８
月
初
旬
に
か

け
て
﹁
市
民
満
足
度
調
査
﹂
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
市
政

全
般
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
や
評
価
を
把
握
し
、

今
後
の
市
政
運
営
、
ま
ち
づ
く
り

及
び
各
種
事
業
へ
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
の

中
か
ら
、
無
作
為
で
抽
出
し
た
２

千
人
に
、
郵
送
で
依
頼
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
該
当
と
な
っ

た
人
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

t
行
政
経
営
課

　
☎
(32)
１
０
６
１

い
と
う
七
夕

ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
タ
イ
ム

　
平
成
20
年
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
が
７
月
７
日
の
七
夕
の
日

に
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、

地
球
温
暖
化
防
止
を
考
え
る
日
と

し
て
、
毎
年
七
夕
の
日
が
ク
ー
ル

ア
ー
ス
・
デ
ー
に
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
本
市
で
は
、
７
月
７
日
㈮
20

時
〜
22
時
の
２
時
間
を
﹁
い
と
う

七
夕
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
タ
イ
ム
﹂

と
し
て
、
事
業
所
や
家
庭
で
の
消

灯
や
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
抑

え
る
等
の
取
組
を
行
い
ま
す
。
生

活
や
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
明
か

り
の
消
え
た
地
上
か
ら
、
天
の
川

を
見
な
が
ら
、
地
球
環
境
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

t
環
境
課

　
☎
(32)
１
３
７
４

全部公開

一部公開

非公開

請求却下

請求取下げ

次年度繰越し

請求件数

処
理
状
況

40


12

26

0

1

1

0

全部開示

一部開示

不開示

取下げ

次年度繰越し

請求件数

処
理
状
況

16（2,896）

7（2,896）

7


2


0


0

［表１］情報公開請求

［表２］自己情報開示等請求

※（　）は「伊東市介護保険制度における
　設定資料の開示に関する要綱」に基づ
　くものの件数です。
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芸
術
文
化
作
品
の
募
集

芸
術
祭
・
文
学
部
門

　
あ
な
た
の
才
能
を
開
花
さ
せ
て

み
ま
せ
ん
か
。
優
秀
作
品
に
は
、

市
長
賞
等
の
賞
を
授
与
し
ま
す
。

発
表
は
10
月
中
旬
、
入
選
作
品
は

﹁
文
芸
伊
東
﹂
に
収
録
し
ま
す
︵
小

説
・
随
筆
は
優
秀
作
品
の
み
︶
。
な

お
、
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

種
　
目
　
小
説
・
随
筆
・
詩
・
短

　
歌
・
俳
句
・
川
柳
︵
川
柳
の
み

　
題
﹁
気
配
﹂︶

資
　
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

締
切
り


８
月
31
日
㈭
16
時
必
着

芸
術
祭
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
10
月
６
日
㈮
〜
８
日
㈰
に
開
催

さ
れ
る
芸
術
祭
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
出
品
申
込
み
受
付
を
し
て
い

ま
す
。
写
真
家
の
萩
原
和
幸
氏
に

よ
る
審
査
で
、
市
長
賞
等
の
賞
を

授
与
し
ま
す
。
フ
ィ
ル
ム
・
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
と
も
に
応
募
可
能
で

す
。
写
真
店
仕
上
げ
の
四
つ
切
プ

リ
ン
ト
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
出

品
に
際
し
て
は
、
専
用
の
出
品
票

が
必
要
で
す
。

t
生
涯
学
習
課

　
☎
(32)
１
９
６
４

市
職
員
の
採
用
試
験

　
30
年
４
月
１
日
付
け
で
採
用
す

る
一
般
事
務
・
建
築
技
師
・
土
木

技
師
・
機
械
技
師
︵
高
卒
歴
︶
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

職
種
と
人
数

・
一
般
事
務
︵
一
般
行
政
事
務
に

　
従
事
︶
⋯
15
人
程
度

・
建
築
技
師
︵
建
築
技
術
業
務
そ
の

　
他
一
般
事
務
に
従
事
︶
⋯
若
干
人

・
土
木
技
師
︵
土
木
技
術
業
務
そ
の

　
他
一
般
事
務
に
従
事
︶
⋯
若
干
人

・
機
械
技
師
︵
機
械
技
術
業
務
そ
の

　
他
一
般
事
務
に
従
事
︶
⋯
若
干
人

※
大
卒
・
短
大
卒
歴
を
含
め
た
人

　
数
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
試

　
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

試
験
日
　
９
月
17
日
㈰

会
　
場
　
市
役
所
︵
応
募
状
況
に

　
よ
り
、
会
場
変
更
あ
り
︶

申
込
書
　
市
役
所
︵
行
政
経
営
課
︶
、

　
各
出
張
所
、
連
絡
所
で
配
布
し

　
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
郵

　
送
を
依
頼
す
る
こ
と
で
取
得
で

　
き
ま
す
。

申
込
み
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　
自
筆
で
記
入
し
、
受
験
者
本
人

　
が
行
政
経
営
課
へ
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い
︵
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

　
郵
送
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ

　
ん
。︶
。

受
付
期
間
　
８
月
14
日
㈪
〜
25
日

　
㈮
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
　

　
︵
土
日
は
10
時
〜
15
時
︶

申
込
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

t
行
政
経
営
課

　
☎
(32)
１
１
７
１
・
１
１
７
２

駿
東
伊
豆
消
防
組
合
職
員
募
集

職
　
種
　
消
防
官

採
用
人
数
　
若
干
人

採
用
日
　
30
年
４
月
１
日

試
験
日
︵
Ｂ
日
程
︶
１
次
試
験
　

　
９
月
17
日
㈰
及
び
９
月
19
日
㈫

会
　
場
　
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
　

　
　
　
　
︵
沼
津
市
︶

受
験
資
格
　
短
期
大
学
卒
業
又
は

　
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
︵
30
年

　
３
月
末
卒
業
見
込
み
を
含
む
。
︶

　
を
有
し
、
短
大
卒
に
あ
っ
て
は

　
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
、
高

　
校
卒
に
あ
っ
て
は
平
成
10
年
４

　
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１

　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
日

　
本
国
籍
を
有
し
、
健
康
で
、
地

　
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

　
項
に
該
当
し
な
い
人

※
短
期
大
学
に
は
、
卒
業
に
よ
り

　
﹁
専
門
士
﹂
の
称
号
が
付
与
さ
れ

　
る
専
門
学
校
を
含
み
ま
す
。

※
大
学
卒
︵
卒
業
見
込
み
︶
の
人

　
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
み
　
申
込
書
︵
７
月
10
日
㈪

以
降
に
伊
東
消
防
署
等
で
配

布
︶
に
必
要
事
項
を
自
筆
で
記

入
し
、
左
記
へ
持
参
又
は
郵
送

︵
申
込
み
最
終
日
消
印
有
効
︶

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
７
月
18
日
㈫
〜
８
月

　
７
日
㈪

※
持
参
の
場
合
、
８
時
30
分
〜
17

　
時
︵
土
日
を
除
く
。︶

t
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
総
務
課
　

︵
〒
４
１
０
‐
０
０
５
３
　
沼
津

　
市
寿
町
２
‐
10
︶

　
☎
０
５
５︵
９
２
０
︶９
１
０
０

成
人
式
実
行
委
員
募
集

　
人
生
の
節
目
と
な
る
﹁
20
歳
﹂

の
記
念
に
、
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア

を
盛
り
込
ん
だ
成
人
式
を
企
画
・

運
営
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
友
人

を
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
30
年
に
成
人
式
を
迎
え

る
新
成
人

活
動
期
間
　
８
月
〜
来
年
１
月

内
　
容
　
月
１
回
程
度
行
わ
れ
る

実
行
委
員
会
へ
の
出
席
、
式
典

の
企
画
や
案
内
状
の
送
付
作
業
、

成
人
式
当
日
の
運
営
な
ど

申
込
み
　
８
月
４
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
。

t
生
涯
学
習
課

　
☎
(32)
１
９
６
２

募
　
集
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広 告 募 集

t市政戦略課　☎32-1173TEL.0120-363-129 www.resort129.com

保険課

もしもの備え
　ほけんであんしん
生命保険も損害保険も

ご相談ください。
伊豆急コミュニティーに

もしもの備え
　ほけんであんしん

美しい時代へ 東急グループ

　 29
年
度
静
岡
県
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
等

　
静
岡
県
内
で
公
共
下
水
道
に
接

続
す
る
排
水
設
備
工
事
を
行
う
工

事
店
に
は
、
静
岡
県
下
水
道
協
会

に
登
録
し
て
い
る
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
の
専
属
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
静
岡
県
下
水
道
協
会
で
は
、
責

任
技
術
者
資
格
の
取
得
希
望
者
を

対
象
に
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日
　
10
月
18
日
㈬

会
　
場
　
静
岡
商
工
会
議
所
静
岡

　
事
務
所
会
館
︵
静
岡
市
葵
区
︶

受
験
願
書
配
布
　
７
月
３
日
㈪
か

　
ら
市
役
所
低
層
棟
２
階
下
水
道

　
課
で
配
布

受
験
資
格
　
20
歳
以
上
で
学
歴
に

　
応
じ
た
実
務
経
験
を
有
す
る
人

申
込
期
間
　
７
月
18
日
㈫
〜
31
日

　
㈪

受
験
手
数
料
　
４
０
０
０
円

◆
受
験
に
関
す
る
講
習
会
︵
参
加

　
は
任
意
︶

講
習
日
　
９
月
15
日
㈮

講
習
会
場
　
静
岡
商
工
会
議
所
静

　
岡
事
務
所
会
館
︵
静
岡
市
葵
区
︶

講
習
手
数
料
　
３
０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代
　
２
５
０
０
円
︵
排

　
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
講
習

　
用
テ
キ
ス
ト
︶

問
題
集
代
　
２
０
０
０
円
︵
排
水

　
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
標

　
準
問
題
集
︶

※
受
験
講
習
会
、
テ
キ
ス
ト
、
問

　
題
集
を
希
望
す
る
人
は
、
受
験

　
と
併
せ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。

t
静
岡
県
下
水
道
協
会

　
☎
０
５
４︵
２
５
１
︶２
８
７
０

　
下
水
道
課

　
☎
(32)
１
８
２
１

　 29
年
度
第
２
期
伊
東
市
営
天

城
霊
園
墓
所
使
用
者
募
集

募
集
区
画
　
芝
生
墓
所
６
Ｂ
︵
新

　
規
建
設
区
画
︶
　
１
０
８
区
画

墓
所
使
用
料

・
市
内
居
住
者
　
43
万
円

・
市
外
居
住
者
　
60
万
２
千
円

墓
所
管
理
料
　
芝
生
墓
所
　
年
額

　
６
４
８
０
円
︵
消
費
税
込
︶

申
込
資
格
　
市
税
等
の
完
納
者
で
、

　
次
の
各
区
分
の
要
件
に
該
当
す

　
る
人
︵
応
募
多
数
時
は
焼
骨
を

　
お
持
ち
の
人
優
先
︶

◆
市
内
居
住
者

・
使
用
申
請
の
日
か
ら
起
算
し
て

　
１
年
以
上
前
か
ら
本
市
に
居
住

　
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

　
れ
て
い
る
人

◆
市
外
居
住
者

・
本
市
に
本
籍
が
あ
る
人
又
は
あ

　
っ
た
人

・
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

　
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
市
に
居

　
宅
が
あ
り
、
１
年
以
上
居
住
し

　
て
い
る
人

・
本
市
に
転
入
後
１
年
未
満
の
人

　
で
、
転
入
後
に
焼
骨
が
生
じ
、

　
埋
葬
す
る
場
所
が
な
い
人

申
込
み
　
申
請
書
類
︵
左
記
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
︶
を

　
申
請
者
︵
家
族
可
︶
が
、
振
興

　
公
社
︵
観
光
会
館
２
階
︶
へ
直

　
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
７
月
１
日
㈯
〜
９
月

　
30
日
㈯
　
９
時
〜
17
時

抽
選
日
　
10
月
11
日
㈬

t
振
興
公
社

　
☎
(37)
７
１
３
５

静
岡
県
男
女
共
同
参
画
会

議
委
員
の
募
集

対
　
象
　
静
岡
県
内
在
住
の
20
歳

　
以
上
の
男
女

定
　
員
　
４
人
以
内
︵
書
類
、
面

　
接
に
よ
り
選
考
︶

任
　
期
　
12
月
１
日
㈮
か
ら
２
年

　
間

受
　
付


７
月
１
日
㈯
〜
31
日
㈪

申
込
み
　
電
話
で
左
記
ま
で
。

t
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
課

　
☎
０
５
４︵
２
２
１
︶２
８
２
４

市
営
海
浜
プ
ー
ル
営
業
案

内
と
夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
の

募
集

　
今
年
も
市
営
海
浜
プ
ー
ル
の
営

業
が
始
ま
り
ま
す
。

期
　
間
　
７
月
25
日
㈫
〜
８
月
29

　
日
㈫

時
　
間
　
９
時
〜
17
時
︵
大
人
の

　
付
添
い
の
な
い
中
学
生
以
下
は

　
16
時
ま
で
。︶

利
用
料
金
　
大
人
１
５
０
円
、
中

　
学
生
以
下
40
円

※
県
民
の
日
︵
８
月
21
日
㈪
︶
は

　
無
料
！

〜
夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
〜

対
　
象
　
健
康
で
水
泳
と
事
務
の

　
で
き
る
人

時
　
給
　
９
０
０
円

雇
用
期
間
　
７
月
24
日
㈪
〜
８
月

　
30
日
㈬

※
勤
務
日
数
等
は
要
相
談

勤
務
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
15

　
分

勤
務
内
容
　
監
視
・
入
場
整
理
・

　
機
械
操
作
・
清
掃
な
ど

募
集
人
数
　
10
人
程
度

申
込
み
　
振
興
公
社
︵
観
光
会
館

　
２
階
︶
へ
履
歴
書
を
提
出

締
切
り
　
７
月
14
日
㈮
必
着

t
振
興
公
社

　
☎
(37)
７
１
３
５
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納税相談会
①市税・国保税のことは⋯

Kt収納課　☎32-1291

②後期高齢者医療保険料の

　ことは⋯

Kt保険年金課　☎32-1624

休日：①②７月22日（土）　

　　　①８時30分〜正午　

　　　②８時30分〜17時

夜間：①７月18日（火）

　　　 17時30分〜19時

　　　　
◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

伊東市の主要生活物資の
物価指数

　５月の物価指数は102.9で、

対昨年同月比は、＋5.7です。

t市民課　☎52-3002

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

人口と世帯数
５/31現在　（　）前月比

　人　口　70,256人(−74)

　　男　　33,088人(−23)

　　女　　37,168人(−51)

　世帯数　35,356世帯(−12)

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆◆◆◆◆◆ ◆ ◆◆◆◆◆◆ ◆ ◆◆

市水道の平日・休日の修理理理修修ののの日日休休・日日平平のの道道道水水
水道のトラブルは

伊東市水道センター☎36-2010へ

（受付時間：８時30分〜22時）

水道本管、一般家庭の水道メー

ターまでの漏水調査と修理手配

を行います。

※なお、水道メーター以降(宅

内側)の修理および排水など

のトラブルは、直接、水道工

事店へ。

伊
東
温
泉
競
輪
第

　 13
回
サ
マ
ー

ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル︵
Ｇ
Ⅱ
︶

　
ナ
イ
タ
ー
競
輪
の
最
高
峰
、
真

夏
の
夜
の
祭
典
﹁
第
13
回
サ
マ
ー

ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
及
び

﹁
ガ
ー
ル
ズ
ケ
イ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
１
７
﹂
を
伊
東
温
泉

競
輪
場
で
開
催
し
ま
す
。
ト
ッ
プ

レ
ー
サ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
あ
ふ
れ
る

レ
ー
ス
や
、
﹁
顔
よ
り
太
も
も
﹂
を

愛
す
る
女
性
た
ち
の
戦
い
は
一
見

の
価
値
あ
り
！

日
　
時
　
７
月
15
日
㈯
〜
17
日

︵
月
・
祝
︶
14
時
開
門

会
　
場
　
伊
東
温
泉
競
輪
場

入
場
料
　
無
料
︵
特
別
観
覧
席
は

　
１
０
０
０
円
・
13
時
40
分
入
場
︶

※
駐
車
場
無
料︵
約
１
０
０
０
台
︶

※
伊
東
駅
か
ら
無
料
バ
ス
運
行

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス

○
各
種
イ
ベ
ン
ト

・
お
笑
い
芸
人
イ
ベ
ン
ト
︵
Ａ
Ｎ

　
Ｚ
Ｅ
Ｎ
漫
才
、ど
ぶ
ろ
っ
く
等
︶

・
出
張
爬
虫
類
館
︵iZ

o
o

︶
等

○
未
確
定
車
券
抽
選
会

　
液
晶
テ
レ
ビ
、
お
掃
除
ロ
ボ
ッ

ト
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
豪

華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
を
実
施

○
軽
自
動
車
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
最
終
日
17
日
︵
月
・
祝
︶
に
は

軽
自
動
車
を
抽
選
で
１
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
！

※
詳
細
は
Ｓ
Ｎ
Ｆ
特
設
サ
イ
ト



　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

t
競
輪
事
業
課

　
☎
(37)
４
２
６
０

奥
野
ダ
ム
一
日
ダ
ム
教
室

　
洪
水
を
防
止
し
、
水
道
用
水
を

確
保
し
て
い
る
奥
野
ダ
ム
。
普
段

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ダ
ム
施

設
の
見
学
︵
ダ
ム
底
ト
ン
ネ
ル
、

小
水
力
発
電
設
備
な
ど
︶
、
木
工

教
室
、
小
型
建
設
機
械
展
示
、
竹

炭
の
配
布
な
ど
︵
予
定
︶
を
通
じ

て
ダ
ム
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日
　
時
　
７
月
26
日
㈬
　
10
時
〜

　
13
時
30
分

会
　
場
　
奥
野
ダ
ム
管
理
所
、
ダ

　
ム
堤
体
、
資
料
館
︵
受
付
は
管

　
理
所
前
、
事
前
申
込
不
要
︶

※
詳
し
く
は
、
奥
野
ダ
ム
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

t
静
岡
県
熱
海
土
木
事
務
所
︵
奥

　
野
ダ
ム
管
理
所
︶

　
☎
(38)
０
７
１
１

水
森
か
お
り

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

日
　
時
　
９
月
10
日
㈰

　
15
時
開
演
︵
14
時
30
分
開
場
︶

会
　
場
　
観
光
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料


５
５
０
０
円
︵
全
席
指
定
︶

入
場
券
販
売

①
振
興
公
社
︵
観
光
会
館
２
階
︶

　
７
月
12
日
㈬
　
９
時
〜
︵
電
話

　
予
約
は
13
時
〜
︶

※
発
売
日
初
日
は
窓
口
販
売
優
先
。

　
一
人
５
枚
ま
で
。

②
ｅ
＋
イ
ー
プ
ラ
ス
　
７
月
12
日

　
㈬
　
10
時
〜

※
購
入
方
法
・
販
売
条
件
等
は
事

　
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可
で
す
。

t
振
興
公
社

　
☎
(37)
７
１
３
５

イ
ベ
ン
ト

教
　
室
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みんなの暦
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
平成29年（2017年）７月（文月） ■観光イベントなどの情報は…

　伊東観光協会　☎37-6105

伊東マリンタウン

市民サービスデー

伊東マリンタウン

市民サービスデー

伊東マリンタウン

市民サービスデー

伊東マリンタウン

市民サービスデー

伊東温泉競輪　　■サマーナイトフェスティバル　15～17
場 外 開 催　　■久留米記念　6/29〜2　　■千葉ＦⅠ　3〜5　　■宇都宮ＦⅠ　3〜5　　■小松島記念　6〜9
　　■松戸ＦⅠナイター　9〜11　　■奈良ＦⅠ　10〜12　　■大宮ＦⅠ　19〜21　　■福井記念　22〜25
　　■小田原ＦⅠ　26〜28　　■岐阜ＦⅠ　26〜28　　■弥彦記念　29〜8/1

伊東温泉競輪開催日 t競輪事業課　☎37-4260

■夜間（午後７時～午後11時）は 夜間救急医療センターへ　☎37‐2510
■深夜（午後11時～午前８時）は 伊東市民病院へ　☎37‐2626
■休日（午前９時～午後５時）は 各当番医へ　＊緊急の場合は　☎119へ

急病になったら…

固定資産税２期・国民健康保険税１期
納付は、便利で安心な口座振替をご利用ください。

７月の納税

t収納課　☎32-1291

納期限は７月31日㈪ 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

■当番医の予定は変更となる場合がありますので、最新の情報はナビダイヤル　☎0570-064307か市ホームページでご確認ください。
■夜間救急医療センターは、伊東市医師会に診療業務をお願いしています。
■休日当番医は、伊東市医師会の協力により運営しています。

3130 友引先勝

2㈰

9㈰

16㈰

17㈪

23㈰

30㈰

横山医院
d35-0431
伊東病院
d37-8888
高野医院
d38-2111
はぁとふる内科・泌尿器科
伊豆高原　d53-5000
前田医院
d37-1912
なかむら内科・消化器内科
クリニック　d36-5577

月出整形外科医院
d35-0109
青木クリニック
d45-5115
なかた整形外科クリニック
d44-5252
木村整形外科クリニック
d32-0600
田島医院
d47-0010
吉川医院
d37-5071

日吉医院
d37-0763
高野医院
d38-2111
はぁとふる内科・泌尿器科
伊豆高原　d53-5000

内　科日・曜日 外　科 小児科

休
日
（
日
曜
・
祝
日
）
当
番
医

ここからマーケッ
ト

第62回松川タライ
乗り競走

海の日

七夕

広報いとう８月号
配布予定日

伊東温泉「夢花火」Part2夕涼みわくわく市（〜31）
伊東温泉「夢花火」Part1

新井夏まつり
（〜16）
玖須美夏まつり
（〜16）

半夏生 小暑

土用

大暑
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相談案内
会場⋯市役所２階市民サービスセンター

t市民サービスセンター　☎52-3002（予約）

相談日が祝日の場合はお休みです。

※都合により、相談員が変更となる場合があります。

15日㈬　８時45分〜11時30分／東端克博
弁護士

11日㈫　８時45分〜11時30分／瀬野俊之
弁護士

18日㈫　８時45分〜11時30分／東端克博
弁護士

27日㈭　８時45分〜11時30分／　山　功
弁護士

20日㈭　13時〜15時／山本彰・鈴木とも子
行政相談委員

■法律相談　＊要電話予約８人 ■行政相談

毎週月曜日　13時〜15時／消費生活相談員

■消費生活相談　＊祝日除く

月〜金曜日　８時30分〜正午・13時〜17時15分／市相談担当

■市民相談　＊祝日除く

＊今月はありません。

■警察の出張相談

（農地利用関係・建設業許可・表示登記・土地測量・隣地境界）

12日㈬　10時〜正午／行政書士・土地家屋調査士

■行政手続と表示登記の相談

7日㈮　13時〜15時／大津誠司
税理士

■税務相談　＊先着６人



6日㈭　10時〜正午／鬼頭幸一
司法書士

■登記の相談　＊先着６人



6日㈭　13時〜15時／佃正幸・速水ふじ子
人権擁護委員

■人権相談

月〜金曜日　９時〜16時30分

■教育相談

月〜金曜日　９時〜16時

■女性相談　＊月水金は女性相談員が対応

第２、第４火曜日

13時30分〜16時30分

■あんしん法律相談　＊要電話予約

毎週水曜日　13時30分〜16時

■心配ごと相談

26日㈬　13時30分〜14時30分・14時45分〜15時45分

■メンタル相談　＊１週間までに要電話予約

5日㈬　10時〜14時30分／杉村労務管理事務所

19日㈬　10時〜14時30分／三島年金事務所

■出張年金相談　＊要電話予約（保険年金課　☎32-1625）



3日㈪　13時30分〜15時30分

毎週火曜日　９時30分〜正午

■身体障がい福祉相談会　＊要電話予約　

■知的障がい福祉相談会　＊要電話予約

月〜金曜日　10時〜16時 健康福祉センター

市役所５階509号室

市役所１階社会福祉課

健康福祉センター

健康福祉センター

市役所４階健康推進課

市役所５階小会議室

市役所５階中会議室

社会福祉課相談室

社会福祉課相談室

教育相談室　☎37-7476

会　　場相談内容・日時 問い合わせ

社会福祉課　☎32-1537

社会福祉協議会　☎36-5512

社会福祉協議会　☎36-5512

健康推進課　☎32-1583

その他、厚生年金等の請求やご不明な点は、

ねんきんダイヤルへ　☎0570-05-1165

なかいずリハ　☎0558-83-2195

いぶき　☎45-6013

家庭児童相談室　☎37-9667（10時〜16時）

子育て支援課　☎32-1581

■家庭児童相談　＊要電話予約

18日㈫　13時〜15時30分／名倉祐輔
弁護士

＊今月は県相談員による相談はありません。

■交通事故相談　＊要電話予約４人

予約開始７月３日㈪〜

＊今月はありません。

■市民不動産相談

そうだ！ 市民サービスセンターに相談しよう

ほかにも相談いろいろあります

献血
今月の 献血へお越しの際は

身分証明書をお持ち
ください。

t社会福祉課　☎32-1531

5日（水）　10：00〜11：30　12：45〜16：00
　　　　　伊東市役所
30日（日）　10：00〜12：00　13：15〜16：00
　　　　　伊東ショッピングプラザ・デュオ

7日㈮　14時〜15時30分

19日㈬　10時〜15時

20日㈭　10時〜15時

■補聴器の相談会
観光会館第４会議室

八幡野コミュニティセンター

玖須美温泉会館

社会福祉課　☎32-1533
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次の全ての要件を満たす人

■市内に継続して居住している

■工事をする住宅の所有者

■市税や公共料金を滞納していない

■対象工事が市の他の助成を受けていない

　※伊東市木造住宅耐震補強助成事業のみ併用可。

　　詳しくは建築住宅課（☎32-1763）へ。

■この助成制度を27・28年度に利用していない

対象　次の全ての要件を満たすもの

①現在居住している、昭和56年5月31日以前に建築

　した住宅を解体し、同一敷地などに木造軸組住宅

　を新築後、その住宅に居住するもの

②30年２月末までに完工するもの

③新築工事費が500万円（税抜き）以上のもの

※施工業者については、市内業者で市税などを完納

　しており、市内で３年以上の営業実績があること。

助成額　建築工事に要する費用の10％

　　　　（上限：１棟70万円）

　リフォーム工事とは、住宅の修繕や増・改築、そ

の他住宅機能の維持や向上を図るために行う補修・

改良などをいいます。倉庫、駐車場の工事、ソーラ

ーパネル、エアコンの設置工事などは対象外です。

申込資格

■工事費100万円以上　→　10万円

■10万円以上100万円未満

　→　工事費の10％（千円未満切捨て）

※ただし、伊東市木造住宅耐震補強助成事業と併用

　した場合、助成率20％、最大20万円の助成とな

　ります。

※工事費は消費税抜きの金額です。

助成金額

　申請書類は、伊東商工会議所に用意してあり、先

着順で受け付けています。

申込み

　市民が市内に所有する個人住宅（マンションは占

有部分）又は併用住宅・併存住宅の居住部分

対象建物

　リフォーム工事費が10万円（消費税抜き）以上

で、助成対象工事として認定を受けた後に着工し、

12月31日までに完了する工事

対象となる工事

　市内に本社若しくは本店が登記されている法人又

は本市に納税申告をしている個人事業者で市税等を

完納している業者

　住宅リフォーム工事に併せて公共下水道への

新規接続工事を行う場合の工事費（税抜き）に

対して別枠５万円（助成率10％）の助成が受

けられます。

施工業者

公共下水道新規接続工事助成制度

住住宅リフォーォーム住宅リフォーム助成制度

木造住宅建替支援事業木造住宅建替支援事業

t伊東商工会議所　☎37-2500
産業課　　　　　☎32-1734

木造住宅建替支援事業
笑顔の木の家～住まいる伊東～支援事業

申込資格　次の全ての要件を満たす人

①本市に住民登録があり、継続して居住している人

②解体する住宅及び新築する住宅の所有者

③市税等の滞納がない人

申込受付　伊東商工会議所

　にて受け付けしています

　（予算枠に達し次第締切）。

t商工会議所　☎37-2500

旧耐震基準住宅の建替に対して
　　　　　　　　助成を行います！

￥
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規模地震から一人でも多くの市民の生命を守
るため、県と一体となり木造住宅の耐震化の

ためのプロジェクト「TOUKAI-0」を推進してい
ます。昭和56年５月31日以前に建築（着工）され
た木造住宅（戸建住宅・長屋・共同住宅）の耐震診
断から補強工事まで補助金等が受けられます。

　　　年前に現在の家に住み始めましたが、

　　　この家は、眺望の良さを確保するため

に南側に窓が多く、また、屋根には重い瓦が

載っていて、耐震性に不安を感じていました。

広報いとう（H29.１月号）で、この制度の

ことを知り、すぐに申込みをしました。耐震

診断の結果、案の定、耐震性がないことが判

明。すぐに補強工事の相談をしました。費用

のことは心配でしたが、補助金で大部分を補

うことができ、とても助かりました。

　　　全体に補強工事を施すとなると費用も

　　　大変なことになりますが、南側の壁だ

けとか、寝室だけとか、家の弱点に合わせ予

算の範囲内で補強計画を作成してもらえるの

で安心しましたね。いつ起こるとも知れない

震災。自宅が倒壊してしまっては、自分たち

だけでなく近隣住民や行政にも迷惑がかかっ

てしまいます。補強工事が完了して本当に安

心しました。

無料の耐震診断
市から派遣する専門家（静岡県耐震診断補強相

談士）が耐震診断を行い、補強工事等の相談に

無料で応じます。

※住宅の耐震補強の に協力する住宅に対し助
　成します。
※耐震補強工事に係る費用に対し助成します。

住宅リフォーム

木造住宅建替支援事業

木造住宅の耐震補強
の助成 t建築住宅課　☎32-1763

大

ＰＲ

30万円
増額※

補助額を

28年度１月　
29年度

限　定

利用者の声

昨年度制度を利用した塩川さん
（宇佐美在住）

３

家

１

補強計画の作成
耐震診断の結果、耐震性がない木造住宅につい

て、補強計画の作成に係る費用の一部を助成し

ます。

【補助金額】

●一般世帯　９万６千円（費用の２／３以内）

●65歳以上の人のみの世帯等　14万４千円

（費用の10／10）

※補助事業の着手前に申請が必要となります。

２

補強工事費の助成
耐震補強計画に基づき実施する耐震補強工事に

係る費用に対し助成します。

【補助金額】

●一般世帯　60万円

●65歳以上の人のみの世帯等　80万円

※補助事業の着手前に申請が必要となります。

※「等」とは、介護保険法の要介護者又は要支援者、

　身体障害者手帳（１級又は２級）・療育手帳・精

　神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人

３
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◆伊東短歌会◆
代表者・連絡先　　鳥飼丈夫　☎080-3385-8750

活動日時　　第４月曜日　13時30分〜15時30分

活動場所　　シニアプラザ湯川

費　　用　　年間5,000円

会 員 数　　男性２人、女性５人　計７人

内　　容　　事前に二首提出し合評しています。そ

　のうち、一首を伊豆新聞に掲載しています。会員

　に経験豊かな人もいて勉強になります。各自、自

　由に意見を出し合い、なごやかな歌会です。初心

　者、経験者含め、どうぞご参加ください。

■インターネット蔵書検索・予約について

　図書館のホームページで蔵書の検索及び借受け予約をする

　ことができます。蔵書検索は自由にご利用いただけますが、

　予約をするには事前登録が必要です。詳しくは、図書館へ

　お問い合わせください。

■７月の休館日

　毎週月曜日、28日（金）

としょかんinformation

主な新着図書のご紹介今月のオススメ図書

半世紀前の水害で甚大な被害を受けた山梨県北部の
過疎の村。ダム建設計画は中断したままだが、その
補償金で「シニアの郷」計画が進む。初期の認知症と
診断された59歳の男が郷に移り住み、水没予定地を
訪ねてみると理想郷のような景色が広がっていて⋯。

『姥捨て山繁盛記』
太田俊明／日本経済新聞出版社

◆癒しと憩いのライブラリー◆
代表者　　館長　上野圭一　☎38-8511

連絡先　　E-mail：libraryhr.adm@gmail.com

　　　　　
癒しと憩いのライブラリー　検索

開館日　　金・土・日・月曜日　13時〜17時

所在地　　吉田1006（サザンクロスリゾート内）

費　用　　1,000円（貸出ID発行料）

会員数　　男性80人、女性180人　計260人

内　容　　モットーは「みんなで創る、みんなで集

　う、ブックシェア空間」です。テーマを「癒しと

　憩い」に特化した私設図書館。

　全国読書家寄贈による２万冊

　の蔵書。本好きなボランティ

　アが運営しています。

皆さんの生涯学習情報の交流をお手伝いし
ています。内容に関するお問い合わせは、
連絡先か代表者まで。

ワクワク ～応援します！あなたの生涯学習～ t生涯学習課　
☎32-1961
ͅ37-8117

としょかん t伊東図書館　☎36-7433

書　名 著　者

夜の谷を行く

花葬

万次郎茶屋

遠縁の女

母の記憶に

人生の階段

介護破産

魔法の庭の宝石のたまご

1

2

3

4

5

6

7

8

桐野　夏生

悠木　シュン

中島　たい子

青山　文平

ケン・リュウ

ジュリアン・バーンズ

結城　康博

あんびる　やすこ

だより

伝言板

新規会員募集新規会員募集新規会員募集新規会員募集新規会員募集

新規会員募集新規会員募集新規会員募集新規会員募集新規会員募集

ほか児童書も含め、多数購入しています。

　このコーナーでは、新規会員の募集や活動状況

の紹介など各種団体・サークルの情報を掲載して

います。

　掲載を希望する人は、

　生涯学習課生涯学習係「ワクワク伝言板担当」

　（☎32-1961）までお願いします。

※団体によっては掲載できない場合もあります。

～生涯学習課からのご案内～
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松川水上特設舞台や藤の広場を中心に様々なイベ舞
ントが開かれ、多くの観光客や市民で賑わいました。
武者行列では、伊東祐親、源頼朝、八重姫らに扮した
市民約30人が伊東の街を練り歩きました。

煎茶の風味がさわやか!!「お茶の葉チャーハン」

エネルギー

457kcal

たんぱく質

14.3g

脂　　質

13.7g

カルシウム

32mg

塩　　分

1.8g

学校給食シリーズ26（門野中学校給食室より）

今月の健康レシピ

●栄養価（１人分）

●材料（２人分）
米⋯⋯⋯⋯⋯１カップ
水⋯⋯１と1/5カップ
ウインナー⋯⋯⋯60g
むき枝豆（冷凍）⋯20g
煎茶⋯⋯⋯小さじ1/2

【調味料】
塩⋯⋯⋯小さじ1/6
こしょう⋯⋯⋯少々

【炒り卵】
卵⋯⋯⋯⋯１個
砂糖⋯小さじ1/2
塩⋯⋯⋯⋯少々
油⋯⋯⋯⋯適量

しょうゆ⋯小さじ１
コンソメ⋯１g

●作り方
①米を炊きます。
②枝豆は茹で、ウインナーは輪切りにしますすす。。
③卵に砂糖と塩を混ぜて、炒り卵をつくりますすすすすすす。。。。
④お茶の葉を水で戻します。
⑤ウインナーと④のお茶の葉を炒め、調味しし
ます。

⑥ごはんを加え、卵、枝豆を加えて炒め、味味味味味味味
を調えて出来上がりです。

※給食では、炒めることができないため、炊炊炊
いたご飯に具を混ぜて仕上げています。

伊東祐親まつり

佃弘巳前市長（写真中央）は、３期（ ） 12年に渡り市長を務
め、伊東市の発展に大きく貢献しました。原崇前副市
長（写真右）は、３期10年、佐藤活也前副市長（写真左）
は、１期２年、副市長を務め、佃前市長を支えました。

伊東市長・副市長退任式

49団体から約1,000人が参加し、海岸や港湾、道路などが
市内各所でゴミや漂着物などを拾いました。集まった
ゴミは約1.69トン。これからの観光シーズンに向け、
観光地伊東のイメージアップと環境保全を図りました。

ごみゼロ運動クリーン作戦

番組収録が観光会館で行われましたが 会 。抽選に当選した約
1,000人の観覧者が集まり、収録の様子を楽しみました。

出張！なんでも鑑定団 in 伊東温泉
6.4 SUN5.28 SUN

5.26 FRI5.21 SUN5.20 SAT

新規会員募集新規会員募集

新規会員募集新規会員募集PH TO
とびっきり！

５月　６月

放送
予定

●テレビ東京　　　７月14日（火）20時54分～
●静岡第一テレビ　８月13日（日）正午～
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郵便番号・住所・氏名・年齢・アンケートの回答を記入し
て、右記の方法でご応募ください（応募は１人１通）。

締切り　７月24日（月）　消印有効
＜郵　送＞ 
〒414-8555　伊東市大原2-1-1
伊東市役所　市政戦略課「広報７月号係」
＜メール＞ 
senryaku@city.ito.shizuoka.jp
件名「広報７月号係」
＜市ホームページ＞ 

QRコードで簡単に応募できます。

広報アンケート＆プレゼント アンケートに協力いただいた人の中から抽選でプレゼント！
（結果は発送をもってかえさせていただきます。）

　応募方法

Q1　今月号で良かった内容や写真があれば教えてください。
Q2　取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください。
Q3　広報に関するご意見・ご感想を教えてください。

　アンケート

ＱＵОカード（500円）×
５人

市内の子どもたちを紹介しますす市 す市
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毎日喧嘩して、仲直りして…
の繰り返しで

賑やかに暮らしています★

な 　な
ゆ 　なれ い

秋山　菜七ちゃん　羚くん　侑七ちゃん
（３歳） （５歳） （７歳）

：
アアアアアアアアアイイイイアイアイドル 登登場登場登場登場登場Soutan ＆ Kyochanの…

今月のつぶやき

ゼッタイに「美味い魚」がここにある！

伊豆・いとう地魚王国
加盟店を紹介します!

伊豆急行線城ヶ崎海岸駅から
徒歩３分のところにある

地魚を使ったユニークかつ
意外性のある料理

富戸
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市
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ん
↓ 地魚通信地魚通信
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■ 伊東市富戸911-4
■ 0557-51-2244
所
☎

「新市長誕生」

Ｓ：新しい市長の誕生は12年振りだね。

　とが気になってしようがないよ。

Ｓ：えっ！？　嘘？

Ｋ：小野達也ヤッタのぉ〜！

　ないで新しい施策に注目しようよ。

Ｋ：未来ビジョン会議に地域タウン

　ミーティング…　小野市長は市

　民の皆さんの声を伺う施策が多

　いね。

Ｓ：じゃあ、一市民として、広報い

　とうの充実を市長にお願いしよ

　うかな。

Ｋ：それは私たちで頑張ろうね。

「新市長誕生」

Ｓ：新しい市長の誕生は12年振りだね。

Ｋ：それより、私は新しい市長の名前だけで回文（上からＫ：それより、私は新しい市長の名前だけで回文（上から

　読んでも下から読んでも同じ文字の言葉）が作れるこ　読んでも下から読んでも同じ文字の言葉）が作れるこ

　とが気になってしようがないよ。

Ｓ：えっ！？　嘘？

Ｋ：小野達也ヤッタのぉ〜！

Ｓ：ホントだ！？　しかも縁起のいい回文だね！　って、Ｓ：ホントだ！？　しかも縁起のいい回文だね！　って、

　名前を反対から読むなんて子どもみたいなこと言って　名前を反対から読むなんて子どもみたいなこと言って

　ないで新しい施策に注目しようよ。

Ｋ：未来ビジョン会議に地域タウン

　ミーティング…　小野市長は市

　民の皆さんの声を伺う施策が多

　いね。

Ｓ：じゃあ、一市民として、広報い

　とうの充実を市長にお願いしよ

　うかな。

Ｋ：それは私たちで頑張ろうね。
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